
団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 84.2 ％） （達成度 85.0 ％） Ｂ Ａ
①下げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 108.9 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 134.0 ％） （達成度 102.1 ％） Ａ Ａ
①下げる②現

状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
①変更する②
現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 53.0 ％） （達成度 126.7 ％） Ｂ Ｂ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

○

個別の講習会につ
いては、税務対策
に関連した内容を
中心に現行通り実
施していく。集団
の講習会について
は、評価対象の講
習会が減るため、
目標を下げる。

次年度についても
引き続き、春に大
口町・扶桑町との
就職フェア、秋に
3市2町（犬山・江
南・岩倉・大口・
扶桑）の就職フェ
アを現行通り実施
する予定である。

次年度についても
引き続き、同時期
にプレミアム率
10％で実施予定で
ある。

商品券参加事業者数

セミナー参加者延人数 参加延事業者数

集団講習会参加数 個別指導会参加者数

地元企業の人材確保をサ
ポートすることができ、
若年者に対しても企業概
要・採用等に関する情報
が得られ、求職活動中の
若年者の職業人生設計や
キャリア形成を支援につ
ながった。

講習会事業に参加するこ
とにより、経営に関する
最新のトピックスを事業
者に提供することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

商工会の職員が、個人事業
主等を対象に正しい記帳方
法の指導と決算・確定申告
の指導を行い、適正な税務
申告と経理の自計化や計数
管理による経営力の向上に
結び付ける。

・指導対象者数49人
・指導延日数258日
・指導延回数620回

小規模事業者

講習会開催事業

事業者を取り巻く経営環
境、社会環境の変化に対応
してもらうべく、新たな知
識を習得する場所を提供す
る。特に、施策情報の提供
などを強化することで、事
業者の新たな取り組みへの
支援を強化する。

講習会開催数及び受講予定
者数
・集団講習会　6回　67人
・個別講習会　9回 143人
　　　　　　　計　210人

小規模事業者

雇用促進事業

若年者に対しては、自己の
適正や就業経験等に応じた
職業選択並びに就職に関す
る知識や能力の向上を図る
機会を提供する必要がある
ことから、地元企業の紹介
と各企業の人材確保をサ
ポートするため、行政、商
工会、商工会議所が主体と
なって開催する企業合同説
明会を開催。イベントにあ
わせて若年者を対象に就職
に関する個人相談会、就職
支援セミナー、職業適性診
断等の事業を実施し、求職
活動中の若年者の職業人生
設計やキャリア形成を支援
することを目的とする。

・大口町、扶桑町合同就職
フェア
時期　5月30日（木）
場所　扶桑町中央公民館
参加者数60人
参加事業者数35社
・3市2町（犬山・江南・岩
倉・大口・扶桑）合同就職
フェア
時期　11月18日（月）
場所　すいとぴあ江南
参加者数46人
参加事業者数41社

若年求職者

記帳継続指導事業

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

一般的に経営基盤の弱い小
規模零細企業を中心に経営
指導員等の商工会職員が事
業所へ訪問し融資等の金融
相談・申告時期の税務相
談・労務相談等経営全般に
ついて様々な相談への指導
をすることにより経営及び
技術の改善を図り、健全な
企業を育成するとともに、
創業予定者を始めとした経
営全般に係る相談窓口の設
置により、経営改善に資す
る指導を行う。

・巡回窓口指導実企業数238
社
・巡回窓口指導延件数547件
・課題解決提案件数17件
・経営革新承認件数3件

巡回・窓口相談指
導事業

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

目標
数値

45

小規模事業者

4

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

実績
数値

17

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

49
目標
数値

実績
数値

指標 指標

目標
数値

650
実績
数値

547
目標
数値

20

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

記帳指導事業者数

経営計画策定の支
援の質を高めよう
とすると、どうし
ても数はこなせな
くなってしまうた
め、巡回窓口指導
延件数について
は、引き下げを行
う。 ○

記帳指導員2名の
体制により、記帳
指導の改善と各種
業務の効率化を図
ることで今年度目
標と同様に指導を
行っていく。

巡回窓口指導延件数や課
題解決提案件数の目標を
クリアできなかったが、
一つ一つの支援について
は中身を充実させること
ができた。計画の認定件
数は、経営革新計画3
件、経営力向上計画2
件、先端設備導入計画2
件。

小規模事業者の記帳能力
向上を図るとともに、小
規模事業者が正しい税務
申告を行うように指導を
行うことで、税務行政の
円滑な運営に寄与するこ
とができた。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果実績

数値

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

50
実績
数値

67
目標
数値

140

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

143

指標

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

200
実績
数値

106
目標
数値

60

指標

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

76

目標
数値

250
実績
数値

241
目標
数値

共同販売促進事業

事業者の集まりであるとい
う利点を生かし、共同で事
業を展開することにより、
広く消費者を集めて、消費
の喚起を図り、面的な広が
りを支援する。

・プレミアム商品券事業
時期
売り出し　9/8～9/29
使用期間　10/1～1/31
目標　　参加事業者数241社 会員企業及び

地域の消費者

今回プレミアム率15％の
プレミアム商品券事業
は、大型店の力も借りな
がら、扶桑町における商
店を面としてPRすること
により、消費税率引上げ
対策として、地域内にお
ける消費の循環を促すこ
とができた。

指標

実績
数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 111.7 ％） （達成度 36.8 ％） Ｃ Ａ
①現状維持②

下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ
①現行どおり
②廃止する

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.1 ％） （達成度 85.5 ％） Ｂ Ａ
①現状維持②

下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 102.8 ％） （達成度 91.3 ％） Ｂ Ａ
①上げる②下

げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 113.3 ％） （達成度 66.7 ％） Ｂ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ
両方現行どお

り

廃業や移転等によ
り扶桑発展会員数
が減少傾向にある
ため、現状を鑑み
目標会員数の引き
下げを行う。ま
た、両発展会にお
いて、フランチャ
イズなどの勧誘を
積極的に行ってい
く。

現状を踏まえて青
色申告会について
は目標数値を引き
下げ、法人会につ
いては目標数値を
引き上げる。今後
も未加入企業に対
して勧誘を推進し
ていく。

○

創業セミナー、創
業ハンズオン支援
ともに本年度並み
を維持していく。
取組み方法につい
ても現行通りとす
る。

柏森発展会会員数 扶桑発展会会員数

ホームページアクセス数 動画視聴者数

商工会事業のPR動
画の配信事業につ
いては、同様の事
業を行う業者が多
数出てきたため、
役割は終了したと
思われるため、一
旦動画配信事業を
廃止する。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

総
合
評
価

産業団体指導事業

柏森発展会・扶桑発展会の
活動をサポートし、事業運
営に協力することにより、
国・地方公共団体、地域社
会への貢献や発展のための
一助となり、ひいては扶桑
町内の商業の活性化に資す
ることを目的とする。

・発展会支援事業
内容　　季節ごとにおこな
う販売促進イベントの支援
目標　　柏森発展会員数68
名、扶桑発展会員数94名の
達成

柏森発展会・
扶桑発展会

税務関連団体指導
事業

小牧青色申告会扶桑連絡協
議会・小牧法人会扶桑支部
の税務支援団体・地域貢献
団体の活動をサポートし、
事業運営に協力することに
より、適切な納税を推進す
るとともに、国・地方公共
団体、地域社会への貢献や
発展のための一助となる。

・税務関連団体支援事業
内容　　9月、1月、2月に各
団体が行う納税推進事業の
支援。小牧法人会扶桑支部
会員数185名、青申会扶桑協
議会会員数137名の達成

小牧青色申告
会扶桑連絡協
議会・小牧法
人会扶桑支部

創業支援事業 創業者

・3市2町（犬山・江南・岩
倉・大口・扶桑）創業支援
セミナー
時期　10月5日（土）
場所　江南市民文化会館
参加者17名
・創業ハンズオン支援
時期　　随時
場所　　商工会窓口および
事業所
創業相談件数9件、内、4件
が創業

新規創業者は、創業に伴
う、知識・経験などが不足
しているようなケースも多
くみられる。そのような創
業者の創業計画の策定支援
や資金計画支援などの事業
の立ち上げに伴う支援はも
とより、創業後、事業が軌
道に乗るまでに廃業してし
まう状況があることを踏ま
えて、創業者に寄り添った
形でバックアップできるよ
うな支援体制を整えてい
く。

ＩＴ促進事業

情報通信技術を活用して、
会員企業にとって有益な経
営情報を発信したり、ビジ
ネスチャンスの拡大や、経
営の質を高めるための取り
組みを実施し、商工業の活
性化に寄与する。また、外
部に対して商工会の活動内
容を発信することで、商工
会のＰＲ活動をおこなう。

・ホームページによる情報
発信
内容　　扶桑町商工会の会
員情報やイベント等につい
て情報発信
目標　ホームページアクセ
ス数3,351件
・動画を利用した情報発信
内容　　YouTubeによるイベ
ントの様子や事業所のPR動
画配信
目標　動画視聴者数663件

会員企業及び
ホームページ

閲覧者

ホームページについて、
直接、商工会に足を運び
にくい事業者に対して、
情報の発信により事業者
の利便性が向上した。

目標
数値

3000
実績
数値

3351
目標
数値

1800

指標

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

663

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

70
実績
数値

68
目標
数値

110

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

94

指標

地域の商業の活性化を担
う商業団体を支援するこ
とにより、地域経済の活
性化を促すことができ
た。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

180
実績
数値

185
目標
数値

150

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

137

指標

地域の商工業者が加入す
る小牧青色申告会扶桑連
絡協議会および小牧法人
会扶桑支部の支援を通し
て、納税に対する啓蒙活
動を行うことができた。

小牧法人会扶桑支部会員数
青申会扶桑連絡協議会会員

数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

15
実績
数値

17
目標
数値

6

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

4

指標

地域の創業者に対して体
系的に経営に関する知識
を提供することができ
た。また、その後のフォ
ローアップを行うこと
で、実際の事業の立ち上
げまで、継続して支援す
ることができた。

創業セミナー参加者数 創業支援実績

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.8 ％） （達成度 129.2 ％） Ａ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 104.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 96.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 64.0 ％） （達成度 105.0 ％） Ｂ Ｂ
①現状維持②

上げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ
両方現行どお

り

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ａ 現行どおり

今後も各小規模事
業者、それぞれに
適した共済を提案
していく。歩け歩
け大会について
は、昨今のコロナ
ウイルスの影響を
踏まえ、現状通り
の目標数値とす
る。

実績に基づき、目
標数値を上げる。
実施方法について
は現行通りに行
う。

○

実績に基づき、目
標数値を下げる。
次年度も実施方法
については現行通
りであるが、地域
住民と事業者の交
流の場としての役
割を維持しながら
参加企業の募集に
努める。

一
部
○

事業後継者や共同
経営者としての資
質向上を図るため
に研修活動や地域
貢献を中心とした
活動を実施してい
く。特に女性部に
ついては、地域活
性化活動の一環と
して「おもてなし
交流事業」を進め
ていく。

○

セミナー事業につ
いては、昨年同様
に実施を予定して
いるが、新型コロ
ナウイルス感染症
の影響もあるた
め、講習会につい
ては開催を減らす
方向で検討をして
いる。

扶桑町主催ふそう町民まつ
り事業に伴い商工会員事業
所による商品即売会と地場
特産品の販売及び地元製造
事業者による工業製品の展
示会等を実施し商工業の振
興と地元町民の心のふれあ
いを深め地域活性化に寄与
することを目的とする。

・ふそう町民祭り参画事業
時期　10月19日（土）
内容　会員事業者や支援団
体による商工物産展や模擬
店の実施
参加事業者数24社 会員企業及び

地域住民
地域産業祭事業

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

・青年部事業
内容　　視察研修をはじ
め、ご当地商品の開発、地
域イベントへの参加
青年部部員数16名
　
・女性部事業
内容　　視察研修をはじ
め、セミナーの開催、地域
イベントへの参加
女性部部員数42名

青年部員及び
女性部員

青年・女性部事業

経営発達支援計画にもとづ
き、金融機関と合同による
セミナー事業を実施する。
事業計画策定に繋げる刺激
策を充実させることによ
り、経営計画の策定事業者
のパイを増やしていく。

・セミナー事業
内容　　「販路開拓支援」
「経営革新支援」などの
テーマのセミナーを開催す
る
時期　　平成31年4月～令和
2年2月　全6回
目標　　参加者延人数120名

中小事業者
セミナー事業（一
部国補助金を活用
予定）

福利厚生事業

中小企業、小規模企業の経
営・雇用の持続的な安定を
図るために、各種共済制度
の普及や従業員の健康維持
増進事業の実施等、企業の
健全な育成に資することを
目的とする。

・共済促進事業
内容　　各種共済事業の普
及活動
各種共済加入者延人数363名

・健康維持増進事業
内容　　経営者、従業員及
びその家族の健康維持増進
のため歩け歩け大会を実施
6/23　白川郷　参加者数84
名

会員企業の事
業主及び従業

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続を行うことによ
り、中小事業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図ることを
目的とする。

・労働保険事務代行事業
内容　　労働保険料の申告
納付と各種届出等の事務手
続の代行　　　　　労働保
険事務組合委託事業所
24企業

労働保険事務
組合員

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

360
実績
数値

363
目標
数値

65

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

84

指標

各種共済加入者数

共済事業について、小規
模事業者における有事の
際の補償としての役割を
果たすことができた。ま
た、各種共済を複合的に
提案し、有事の際の補償
を広くすることで、事業
継続力の強化に対して寄
与することができた。
歩け歩け大会参加者数に
ついて、事業者のみなら
ず従業員等も対象とし、
福利厚生の便益に寄与す
ることができた。

歩け歩け大会参加者数

参加事業者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

23
実績
数値

24
目標
数値

指標
総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

労働行政と協力を図りな
がら、事務組合員の福利
厚生の一環としての労災
保険、雇用保険の事務を
代行することにより、社
会保険事務の適正化と普
及に寄与しつつ労働環境
の整備ができた。

事務組合委託事業者数

実績
数値

120

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

青年部部員

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

25
実績
数値

24
目標
数値

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

地元商工業者と町民の間
において、心の交流が図
られ、事業者と住民との
間の理解が進んだ。

地域の青年部・女性部間
のネットワークを構築
し、同じ団体の一員であ
るという一体感を醸成す
るとともに、イベントを
行うときの団結力を形成
できた。また、地域イベ
ントに出展することで活
動のPRにもつながった。

経営発達支援計画に沿っ
た形で、事業者の経営力
の向上に資するため、情
報提供を行うことができ
た。

参加者延人数

目標
数値

指標指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

25
実績
数値

16
目標
数値

40

指標

女性部部員

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

42

目標
数値

150

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 扶桑町商工会

得られた効果 備考

２０１９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 130.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 66.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 124.0 ％） （達成度 122.5 ％） Ｂ Ａ 両方現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ
両方現行どお

り

○

次年度もセミ
ナー、チャレンジ
ショップとも現行
通り実施する予定
である。

○

次年度もメッセナ
ゴヤへの出展を現
行通り実施する予
定である。

○

次年度も青年部員
の資質向上を図る
べくトレンドを掴
んだセミナーを現
行通り実施する予
定である。

経営発達支援計画にもと、
扶桑町内における製造業を
中心に技術力や商品力のＰ
Ｒの機会として展示会への
出展をおこなうことで、販
路の拡大を支援する。

・展示会出展事業
内容　メッセナゴヤ2019へ
の出展
時期　11月6日（水）～9日
（土）
参加企業数4社

中小事業者
展示会出展事業
（一部国補助金を
活用予定）

地域の小規模事業者におい
て、事業の継続・発展には
次期経営者となる若手後継
者の資質向上が必要不可欠
である。本年度は、その資
質向上に資するセミナーを5
回実施する。

・資質向上セミナー
日時・参加者数
第1回労務　7/4（木）14名
第2回税務　8/8（木）11名
第3回労務　9/18（水）21名
第4回BCP　11/28（木）10名
第5回補助金　1/8（水）6名
　　　　参加者延人数62名

若手後継者
若手後継者等育成
事業

経営発達支援計画にもとづ
き、創業者に必要な知識の
提供から実際の運営までを
サポートする。1ヵ月程度座
学のセミナーを実施した
ら、その後、イオン扶桑店
にて実地における創業実習
をおこなう。

・女性向創業セミナー
時期
セミナー（全6回）
7/2～8/6　毎火曜日
チャレンジショップ（全2
回）10/19、11/14・15
場所　商工会館、町民まつ
り会場、イオン扶桑店
創業セミナー参加者13名

女性創業者・
創業希望者

女性向実践型創業
セミナー事業（国
補助金を活用予
定）

参加者人数
経営発達支援計画に沿っ
た形で、地域内における
女性創業者に対して創業
のためのインキュベー
ション機能としての役割
を果たすことができた。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

10
実績
数値

13
目標
数値

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

6
実績
数値

4
目標
数値

指標
総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

指標

参加企業数
経営発達支援計画に沿っ
た形で、地域内において
地域資源を有効に活用し
ている事業者や独自の技
術を持つ事業者のPRの場
として役に立った。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

50
実績
数値

62
目標
数値

40

指標
総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

49

指標

今後、事業を引き継いで
各々の企業の経営力を高
めていくべき事業後継者
の資質向上の機会として
役に立った。

セミナー参加者延人数 セミナー参加満足者延人数

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


